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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，硝子繊維協会

（GFA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正すべき

との申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これ

によって，JIS R 3420:2013 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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ガラス繊維一般試験方法 
Testing methods for textile glass products 

 
序文 

この規格は，2014 年に第 4 版として発行された ISO 1887，2022 年に第 4 版として発行された ISO 1888，

2009 年に第 4 版として発行された ISO 1889，2009 年に第 4 版として発行された ISO 1890，2010 年に第 2
版として発行された ISO 2558，2011 年に第 5 版として発行された ISO 2559，2000 年に第 3 版として発行

された ISO 3341，2011 年に第 4 版として発行された ISO 3342，2010 年に第 3 版として発行された ISO 

3343，1997 年に第 2 版として発行された ISO 3344，2000 年に第 3 版として発行された ISO 3374，2009 年

に第 2 版として発行された ISO 3375，2001 年に第 2 版として発行され，2017 年に Amendment 1 が発行さ

れた ISO 3616，2010 年に第 3 版として発行された ISO 4602，1993 年に第 2 版として発行され，2010 年に

Amendment 1 が発行された ISO 4603，2011 年に第 2 版として発行された ISO 4604，1995 年に第 2 版とし

て発行された ISO 4606，2011 年に第 2 版として発行された ISO 4900 及び 2017 年に第 3 版として発行さ

れた ISO 5025 を基とし，我が国の市場の実態に整合させるため，技術的内容を変更して作成した日本産業

規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，ガラス長繊維及びガラス長繊維を用いたガラスクロス，ガラスマット（以下，それぞれク

ロス，マットという。）などの製品の一般試験方法について規定する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO 1887:2014，Textile glass－Determination of combustible-matter content 
ISO 1888:2022，Textile glass－Staple fibres or filaments－Determination of average diameter 
ISO 1889:2009，Reinforcement yarns－Determination of linear density 
ISO 1890:2009，Reinforcement yarns－Determination of twist 
ISO 2558:2010，Textile glass chopped-strand mats for reinforcement of plastics－Determination of time of 

dissolution of the binder in styrene 
ISO 2559:2011，Textile glass－Mats (made from chopped or continuous strands)－Designation and basis 

for specifications 
ISO 3341:2000，Textile glass－Yarns－Determination of breaking force and breaking elongation 
ISO 3342:2011，Textile glass－Mats－Determination of tensile breaking force 
ISO 3343:2010，Reinforcement yarns－Determination of twist balance index 
ISO 3344:1997，Reinforcement products－Determination of moisture content 
ISO 3374:2000，Reinforcement products－Mats and fabrics－Determination of mass per unit area 


